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知財功労賞　特許庁長官表彰

①提供する情報システムの付加価値を高め、競合差別化につなげるため、20年以上前から積極的にビジ
ネスモデル特許を取得。知財体制は専任4名、兼任190名（全従業員の約1割）で、全社一丸の知財経
営を推進。専任4名は全社の知財戦略、特許出願推進等、知財の複数領域を俯瞰的視点で担い、兼任
190名は部門横断型の仮想組織（ワーキング）として知財に携わり、各事業部の知財戦略、出願・活
用、価値評価を担当。
②知財部門は、社員の知財関心度を高めるため、毎月全社員向けに知財に関するメールを配信。当月の
重点案件紹介をはじめ、他業界への技術展開を提案する内容を含めるなど攻めの発信に努める。顧客
の利益向上につながる知財活動を実現するため、特許の価値を評価する独自シートを採用。提案、審
査請求等、様々な場面で活用。
③システムは全て自社開発・直接販売。これにより労働集約型から知識集約型ビジネスへの転換が可能
に。社内のノウハウが体系化され、人材育成、サービス品質向上にも貢献。自社の情報システムは特
定の業種に限定されないため、常に知財を他業種へ展開することも意識してビジネスを実施。
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知財活用企業（特許）

受賞のポイント

企業概要
東京都中央区京橋2丁目4番15号
1968年
19,178百万円
1,898人
システムインテグレーション事業、システムサポート事業

所 在 地：
設　　立：
資 本 金：
従 業 員：
事業概要：

https://www.obic.co.jp/

豊富な業種・業界の情報システムで知財を展開知識集約型ビジネスを推進する知財活用サイクル

特許の価値を評価する独自シートを採用部門横断型の仮想組織による全社一丸の知財経営体制


